（参考様式５）
　　設備・備品等一覧表

サービス種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

事業所名・施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

	部屋・設備の種類
	設備基準上適合すべき項目についての状況
	適合の可否

	
	
	

	備品の目録
	備品の品名及び数量
	

	
	
	


　
備考１　申請するサービス種類に関して、基準省令で定められた設備基準上適合すべき項目のうち、「居室面積等一覧表」に記載した項目以外の以下の事項等について具体的に記載してください。
　　　　　□日照、採光、換気等への考慮、入所者の保健衛生及び防災に万全を期していること
　　　　　□療養室　多床室の場合は、家具、パーテイション、カーテン等の組み合わせによりプライバシーを確保していること
　　　　　□療養室　入所者の身の回り品を保管することができる設備を設置していること
　　　　□療養室　ナースコールを設置していること
　　　　□処置室　エックス線装置（定格出力の管電圧（波高値とする。）が１０キロボルト以上であり、かつ、その有するエネルギーが１メガ電子ボルト未満のものに限る。）を設置していること
□機能訓練室　機能訓練を行うために必要な器械及び器具を設置していること
　　　　□浴室　一般浴槽を設置していること
□浴室　特別浴槽を設置していること
　　　　□レクリエーションルーム　レクリエーションを行うために必要な設備を設置していること
　　　　□調理室　食器、調理器具等を消毒する設備、食器、食品等を清潔に保管する設備並びに防虫及び防鼠の設備を設置していること
　　　　□屋内の直通階段　療養室が２階以上の階にある場合
□エレベーター　療養室が２階以上の階にある場合
　　　　□階段　手すり（両側に設けることが望ましい。）を設置していること
　　　　□廊下　手すり（両側に設けることが望ましい。）を設置していること
　　　　□廊下　常夜灯を設置していること
　　　　□消火設備その他の非常災害に際して必要な設備を設置していること
　　　　□診療所等と介護医療院とを併設する場合は、両施設の入所者の処遇に支障がないよう、表示等により病院又は診療所等との区分をどのように明確にしているか、フロアマップ、張り紙等、どのような院内表示を行うかについて
備品については、以下の事項等について具体的に記載してください。
　　　　□車椅子
　　　　□ギャッチベッド
　　　　□ストレッチャー
　　　　□家庭的な雰囲気を確保するための創意工夫として配置しているもの（例えば木製風ベッド、絵画、鉢植え、壁紙の工夫、教養・娯楽のための本棚、音響設備、理美容設備）
　２　必要に応じて写真等を添付し、その旨を併せて記載してください。
　　３　「適合の可否」の欄には、何も記載しないでください。
